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第二十号大和政権成立
~ 
の
初現
の
{ま
め
じ
大和政権の成立、あるいはその政権授受ともいうべきものにつ
いては、古代史研究の諸先輩によって、最初が崇神・垂仁・景行の三天皇による王朝(第一次)、つぎが応神・仁徳・履中 反正・允恭・安康・堆略などの天皇による王朝(第二次)、第三次が継体天虫にはじまる王朝というよう 考察され、また、そのいずれの王朝も、在地豪族との結合により、政権を確立したという考察がなされている。
とくに第三次の継体天皇においては、前二次の王朝の地盤とも
いうべき大和・河内の 大和川流域地域へ 進出まで、大和・河内・山背・摂津の四国分界点付近、淀川・木津川流域、河内の樟(2)(3)(4) 葉、山背の筒域・弟国と遍歴 近江・尾張 方の勢力を背景に、大和の在地豪族と対立、葛城系に属する第二 の仁賢天皇と、和耳系の春日大娘女史女と 聞に生れた娘、手白呑皇女を皇后と
ノ、
i叫
考察関連
て
11ll
し
i允
I久
島
;欠
( 6 )  
して、大和の磐余玉穂官に入るのである
Q
すなわち、武力を示す
も、武力による進攻でなく、政略結婚
11
和叫によって、政権を
確立したのである
Q
しかし、継体天阜の崩じた後の興津城は、手
白呑皇女の会田陵のように、磐余王穂官には遠くなく、また和耳
( 7 )  
氏本貫地に 近い天理市中山町に求められるように営造されたの
( 8 )  
ではなく、摂津 一一一島藍野に営造されている。これは 継体天虫
( 9 )  
が磐余玉穂官に入って わずか五年で崩じたため、第一・第三次王朝の地盤に、自己の地盤
118
本貫地というべきもの常設けえず、
大和・河内への進攻時に設けた河内の樟葉 進攻芯地に近い、出津の三島藍野に営んだとも考えられるのであり、また、その摂津は、淀川をはさん 河内と対立する地域であり、河内←大和への進攻に際しては、勢力温存に適してい ともいえ 地域である
J
第二次王朝の始祖、応神天皇は、新羅から帰還した神功問目、山、
筑紫の宇漏で良子を分焼、皇后
EUK
子ぽ難波に帰ってくるとい
(叩)
ぅ、出生説話のごとく、北九州の生まれであり、大和政権を纂奪
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するに際しては、第一次ピ胡
の
け 川 比 百
(苦 ド い の
娘
、仲杭を日一日として
お
り、在地
家
族と外来豪族との和介、あるいは誠
一阪を
考えさ
せ
れ
れるのである。また
、難
波2 2 1
進攻に際しては
、議
の
( ロ )
務古水門に入 などのもたつきがあり
、こ
の
ことから、淀川右岸
における基地ともいうべきものが考えきせらるのである。しかしこの応神天皇の奥津城たる古墳は、第二次王朝の一某地に近い河
〈M )
内の
誉回
、
恵我藻伏岡に
、
当時畿内に盛行する前方後円墳の雄大
なものを、天皇の威風を示すがごとく営み またその子、仁徳天皇は
、自
分の陵を
、
父応神天皇の陵に凌駕するも劣らない焔大な
( お )
前方後円墳を、和泉百舌鳥耳原の地に設けて、その権力を示していること 、継体天皇の在地豪族との和合程度の差であるかも知
へほ山)
‘LFh
、 。
v Z
Jん しだが、応神・仁徳岡天皇陵の所在地、あるいは履中・反正・
允
恭とつづく第二王朝の陵が百舌鳥と
誉
回地方に所在し、また仁徳
天皇の皇后、磐之媛命陵が 奈良盆地北辺、佐紀丘陵の平城坂上
( 口 )
に営まれている。そして
、そ
の営造地の周辺には
、
陵某葬送関係
の氏族といわれる土師氏本流四腹の本貫地があって、応神天皇陵
(凶)
をはじめとする陵墓を営造したと思われる である。またそ 土師氏本流四腹の一腹、のちに菅原氏主改氏姓した一支族(腹)は
(
m m )  
第二次王朝に宮城氏よりも多い后妃を出してい 和沼氏 勢力範囲ともいうべきところに居住しており、さらに応神天
皇
・磐之
援
命・仁徳天皇の御陵と治定されている前方後円墳において、そ築造企画の同一性がみられるとと に、その崩年の順序の如く端的な変遷が考えられる である。
大和政権成立への一考察(小島〉
(却
)
すなわち、ヒ刑
宏
範氏
の
算川数的によると、応神天
日
伎と磐之
日 以
命陵とは
、
6
一
1
一
3
で
、
仁佐
天 口 一
肢に、応料
一 一八 日
肢の
た 十 九 九 八
計の中央で上下に切離し、その1
の
部分を二単位分だけ延
L
たと
推される
6
一
3
一
3
であって
、こ
の
ような変化は、磐之媛命陵
の
所在する佐紀古墳群において、それも隣接するコナベ古墳とウワナベ古墳との間においても求められ、よって、同一指尊者か、同一氏族による築造の企画性がうかがえるのである。また、その営造の序列については、応神天皇・磐之援命 両陵は二重の周一燥を有し
、仁
徳天皇陵において三重になるという遷呉があって
、端
的
な
変遷案が可能となるのである。このように私考を進め と、第
二次王朝にお
いては、ムム
師氏本
流山胞
の
うちの何肢かによる境基営造の可能性が大きく浮び上る
の
である
が
、こ
れは第二次王朝が
、陵墓葬
送の氏族とも
いう
べき
ものにいたるま
で
、在地
豪族
との融和
が
円十くあったと考えられる
の で
ある
が
、いづ
れにしても
、それは第二次王朝のみでなく、継
体天弘においても
、
摂津を勢力下におき
、
大和
・
河内への進攻
・
和肢が考えられるのである
J
しからば、第一次の崇神天皇にはじまる王朝の成立ということ
になるが、この王朝に対して、北方系の騎馬民族 よる征服烹朝
(幻)
〉」する見解については、直ちに賛辞を与えることはできないが、出神天皇が来臨し
、神
武天皇の東征説話からも考えさせられる磯
城地方の有力な豪族を統属下 入れるとともに、一一一輪山の祭杷権を掌握して
、はじめて
畿内を中心とする政権を確立したという考
( 辺 )
察は不可能でなく
、それ
が三輪山をとりまく地域に
、磯城
瑞離宮
ノ、
五
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( お 〉
( μ )
ハ崇神〉、巻向珠城宮(垂仁)、纏向日代官(景行
V
が存在したと
(お)(部)
する伝
承と
、これらの
宮の
北方に
崇
神天
皇陵
、
景
行天
皇陵
とみな(幻)
さ
れ
ている前方後円
墳が存在す
ることからも考えられている
。
だが
、この第一次王朝に関係する説話の多くは、三輪祭
配権
掌
握の葛
藤で
あって、
崇
神天皇と在地豪族、三輪君らの祖先との和
時、あるいは統属下におさめるかの問題であって、山
京
神天
皇の来
臨ともいうべきものの経路は、神武天
皇と崇
神
天皇
とを
重ね
、同
一人として、神武説話を崇神天皇にあてはめなければ、第二次王朝や、第三次王朝 ような解決はなしえないのであるが、崇神天主・
景行天皇
陵など、一
二
輪山をとりまく地域の古墳を綜覧すると
き、そこ
に
、この
崇
神天
皇
来臨経路の一端が浮び上るのではない
かと思われるのである
。
し
か
しな
がら
、こ
の三輪山周辺の古墳にお
い て 、
崇神
天主が実
在し
、その在位
年代を
、二七
O I
二九
O
年
ごろと推定の上にた
っ
た場合
にお
いては、現在、その時期と推定できる古墳はなく
こで考察する事項
が
消滅してしまうし、また、 文北の普
及伝
掃と大和政権成立
・
勢力
の
拡
大との関係をも消減
してしま
うので
あるが
、
第一次王朝は
、
第二次王朝成立
以
前の四世紀の中頃まで
ということにおいて、つぎに、辛
に
して遺存し、幸にして知りえ
た古墳から、崇神天
皇来臨
経路の一端となるべきものの考察をな
してみよ
う
と思う。
一 託(1
〉井上光点『
神話から
附
史へ'
一 (日本の医
史
1
v
m
和
四
C
化
、
上
回一正町一大和朝廷』附和四二年
、
石刊英一郎編
『
シンボ
.ーLノ、
_L. ノ、
ジウム日本間家の起
源
』開和山二年
守
。
〈
2)
一日本
書紀』
継体
天宗一光年森
正月の条
Q
樟 葉 守 口
こ
(
3
〉『日本
書紀』継
体
天 白
γ
一 九 年 九 、
十
月の条
u
「 選
二郡山背筒
城こ
ハ
4)
『日本書
紀 』
経体
天 白 山 十
二年春三月の条
ω
「甲子
、選-訴
弟国
こ
(5
)
『日本書紀』継体天白し元年三月の条に
「( 略 〉
: : :
主情
こ礼
儀 一 奉 レ
迎
一 一子
山 香 宅 一
女
一、甲子、立二県后千白香里女一、惰一一
|
数千内 、:::〈略〉」とあるが、以下の記載でもみられるごとく
、
既に尾張連
出の自子
媛
、
一ニ尾角折君
の
妹
、
雅子緩を
安、二兄(安関・宣化〉があることが知られ 干白香聖女を迎えるのは相当
遅い
とみられる
。
(6
〉『日本書紀』継体天皇廿年秋九月の条。「乙酉
、
選
二 都
磐
余玉穂
一 、 」
〈7
〉会田陵に
つ
いては、
記紀
に記載なし、詩陵式に
会
田墓とし
てみられ
る 。
(8)
一日主書
一ピ 』
- vdu h - -
一 六
E
.・γ」五
年 九
、十二月の
条
c
一広 三 十
、 一
手
- 一一 一
J
一三野院
一 、 」
(
9)
一 一 . 日 本
紀
』軟体天平一廿五年春二月の条。「丁未、夫皇
崩 二
千磐余玉
穂 宮 一 、 」
(叩
)『日本書紀一泊功
自，k E
1
仰 い 政
前 戸 一
一十二月の条
の 「
辛
亥、生-き
ー い
一 千八 山 一 於 … 不 一 禁
一 、 故 - 一
時 人 号 一 一 一 去 百
r J r
一戸 一
宇 端 正 ・ ~ 包 一
色
、 . 一 ア 「 二
后摂政
一 五 年
の 久 木 、
古
事記中巻に
みられ
る 。
(
日)『
日本書紀』応神天
照
二
年春三
月の条、一壬子、
立
こ 仲
航
-
「
f
工、
!JJ
j
↑
ほ
tf I
可 ノ
じ ノ ヂ
一 一
tz
，
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為
二日 一心后
二 」
(ロ〉一日本書紀』神功皇后摂政元年二月の条一(略)
: : :
虫后
之
船直指コ難波一
、子時皇后之船廻
-於海中
一以不レ能レ進
、
更還
ニ
務古水門
一而
卜
之
、
:
:
: ( 略 ) 」
(日)現在の淀
川下
流
地帯の右岸をおしているのであって、神的
川から問
、現
有
の
神戸港
中めたりまでをおす
。
(臼)諸段式に「恵
我
涜伏岡陵在一一河内閏志紀郡六」
(
日
)
『口本書記』仁徳天泉六十七年十月の条
、
「 甲 山 叩
、
幸ご河内
凶石津原
一 、
以定ご陵地一
、丁酉
、
治築レ陵
、:::
(略):
: :
故
号
こ其処
一 、
回二百舌鳥耳原
一者呉是之縁也
、
」
(
日
)雄大な陵墓常造地を荒野に求めたために
、
摂津の不毛の地
に営んだかも知れない。これは仁徳帝陵からも芳えられる 。
( 口 〉
『日本書
紀
』仁徳天引
i品川七年十一月の条
、
「乙酉
、
葬
一 一空
后於
那
経山
一 、 」 ・
諸段式には「平城坂上基磐之媛命在
二大
和国添上郡こ
(
日
)拙稿「土師同肢と
古
墳」(
一
u末、永先住
吉柿記
念古代学論
十 ! と
所
収)開和四
二年
(
叩
V
伴俊男「
ワ ニ
氏 に 閃 す る 北 川 般 的 点 々 や れ 小
」(
『作令国家の基
艇
構造』所収〉昭和一二五年
ハ初)上川宏範「前方後円墳における築造企耐の展開」〈
『近鼠
古文
化論攻
』所
収)附和
一 一 一
七年・以下の
数値はこ
れによ
『 ハ
VQ
(幻)江上波夫ほか
一日本民放の起訴』昭和一二三年
大和政椛成立への
一考察(
小島
V
(忽)一日本書紀』山一
一ぷ神天皇三年の先
、
是謂一五晴雄官
二 」
(お)
『日本書紀』
圭
仁天
県二年
の条一十月
、
更都
ニ於組向一
、
是
謂
こ珠城宮
一 也 、 」
( 川
仏 )
〔 日
本書紀』景行
一 大 型
四年十一月の条
一i乗輿白
こ£濃
一江 一 辺
、
則一史都二於継向 、是謂こ日代官二」
( お
)『日本書紀』畏仁天空一冗年十月
の
条
、
「 安 丑
、
葬
ご御間城
天
' q
於山辺道上陵
一 、
」
・
一“ 古
事記
』
には
「御陵在
一 一山辺道
勾
之
同上一也」
(お)「日本書紀」成務天
白 一
一二年十一年の条
、
彦天皇於倭同之
山辺道上陵一 」
(
幻)前
註
1
一九月
、
選
一 一都於磁域
一 、
「壬午
、
-円
1
.、
tム
ホ 引
こ4
ノ じ
λ
第一次王朝周辺の古墳
第一次王朝の本拠
地ともいうべき
三輪
山を
とりまく
地域には、
三輪
山
の西
北方
、
崇神
・
長行両天皇陵を
中心とする柳本古墳群と
呼ばれているもの
があり
、
さらにその
北方
には
、
手自呑皇女の余
お
やまと
m
陵に治定されている前方後円墳を合む大和古墳群と呼んで
いる
ものがある。また一一一輪山の出方には、一二輪山と初瀬川をはさんで対附するわ見山の山麓を中心として、茶臼山・メスリ山などの古墳群があ 。
これら
の古
墳群は
、
はじめにも記した磐之援之援命陵
・
ウワナ
ペ
・コナ
べなどの前方後円墳の所在する佐紀古墳群や
、柳
本
・ 大
和古墳群と相対する
奈良盈
地西辺
の新
山 ・
佐味回宝塚
・ 乙
女
山 ・
h¥JJ
〕
↑ ノ
， 斗 ‘
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巣山など
の古
墳
が所在する馬見古墳，幹
、あるいは、この
応見古墳
川町と鳥見山麓古境併とを結ぶ線の而にある古墳併よりも古く、また
、
その柳本古墳群においても
、
崇神天川正陵は
、前
方後
円
境にお
いて、初現的な姿を一不すものとされている。
しかし、これらの古いという推定
は
、すべて
の
古墳をぷ網
に兎
輪
王
方
円墳
(令双方小円墳
・
除横穴式石本墳)
ト- f与 、
配 肘 レ
14 1 1  
J: 
辺
主
朝
要
前
周
群名
墳
Jj 
f立
規
名
也e
寸
h s '
北
国
群
墳古本
石名塚
' γ日墳
1 
ト 川 面
周濠、全
長約七五米
、前方郎幅
約 一 一
五米、後門部径約四正米
ノ
J 、
ラ古墳
η 
司王
山 川 〕a司 法
相IJ
iゐE
iI :i 
六八
掘調交が実施され、その紡川市によってのものでなく、とくに崇神天日陵においては
、その築造
の立
地と、外形によって
の結果にす
ぎな
いのである。よって、この柳本
-Q
見山伎の古墳年代を推定
する
に
、
最も適当と思われる前方後円墳の、予なものを表記してみ
る之、別表の、と りである。
後
主
要企
ユ忌
山間
考
立一
一茅原大墓古墳
一
台地上周濠、全長六六米、後円部のは川約五
一
泊愉(円
・家?
)
一
五米
、帆
立貝式
一
箸大墓古墳
一
台地端一市西
一
周濠?
、全
長約二七五米
、前
方 部 一 帆
一
埴輪(円
・ 家 フ
)
十(倭迅速
日百襲一紘一
山田
一 二五米、高約一七・川米、
後
門部一
一
姫命大市基)
一 -
径一五
O
米、一品約二六米
↑
一
勝山古墳
一
平地東北周濠
一
東回
一柳本
大塚古
墳 一
台地
端
一市東一周
濠?
、全長約
九五米
、前方部幅約
紘一
南面
-
四
O
米
、後円部
任約
O
米
、
竪穴式
一
石室
・ 小
石室(副宝)
(全長約
七
O
米
、
前万部制約
一 一
.つ米
後門部内約間五米)
墳ム日地端一西間一周濠
、
八 上 長 約 一 一 コ
O
米、前方部幅六
紘一
O
米
、日約七米、後門部径七五
米
、
宇
一 品 約 一 一
一 一
米、竪穴式石川五?
物
大三輪町史日本
の
古墳
:大
l愉
mr 
!心
内行花女波・銅搬
一奈良県史
跡
報
一
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・約前 打( 一三O
副一方 米米七
宝三部 } 、、米
，，0幅~.\~後、
!日 米約 : 穴円前
穴 ‘八 I 式部方
式 1' ': :1 0 石待部
石二米 i 宣約幅
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この表には、横穴式石室を有し、明らかに後期に属する珠城山
古墳などを除いているのである
が
、この
表から
、
特に重要と思わ
れるものを
、
再度つぎに瞥見してみると
、
川景行天皇陵柳本
古墳群中
、最も
雄大な前方後円墳で
、
西南西
にむ
かつて
のび
ときた低い尾根端に、尾根の方向と同一に
営
まれたものである。内部構造や その出
土遺
物について
は詳ら
かでないが
、
築造企画の数値は
6
一
2
一
2
を示している。また
、
この古墳
に
は陪塚か、あるいは付
随
して営ま
れた古墳がある
Q
そ
の一つは、前方部の北方にある市面の前方後円墳、上山古墳であり、他には、後円部の東 に円形
の
丸山古墳、東
方に方形の赤坂
古墳、さら その東方に、西国の前方後円
墳
、シウロウ(ジヨ山)
古墳
が
、同一尾根上
に所
在している
Q
前方部
の前方にほ
、ハ
カンド
・
岩神
・
茶臼山
・
大塚などの
J古坑
-t:; o 
奈良県史
跡撮
ー ャ
s
J
・
I U
川山川
lir-
-
Ji
tハ ， 一
ノ
jl
桜井町史
銅鋭
、鉄
徹
、
万剣
、
布製倣
、
鉄 製 ー ヮ
ド 、
、
問 川 川 父 ゴ 口
、
. L
h
ふ
d
人
t
，
J
止
H Y A
AAqEU-
-
-ふ 北
が
あり、その大塚古境は、市東南面に川町まれた前方後円坑で、後
門部中央の
石室の東
北
にあった
小
石室から
、
径約四
0
センチ
の
(却)
「長賞子
孫」銘のある内行花文鏡が山七している
。
ま た 、
景
行天
弘陵
の南方
の尾
根 、
王
ノ山には、前方後円墳が一一一
(mm) 
本縦
列
L
、
東と西の
古墳
には
、横穴
式石室が確認されてい
る
Q
し
か
し中央
の古墳は
、
粘土榔
などの古式に属する
も
のであ
るかも知
1
工
J
Q
、『ヲ
h川
4J
v l
v
凶箸大墓古墳
武行天日段
の西
出方
、佐逃
迎
日
計襲
援命
佼
に治定されて
いる西北西凶
の前方
後円
墳で
、
長
行天叩陵
につ
ぐ
拡
大なものである上
、
同陵と同じ築造企画
の数
怖を
一市
し 、
陥塚と考
えられ
る古墳
が数拡
ある
。
墳丘
には厚
く石
茸か
れ
、
塙輸
の樹
立を示
す破片
の
川十一もあ
う
、
また
、
後円部民上二立件種な地設がなされているようであ
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崇神天皇環
日
I 小行 一 戸 八 円 一 段 刈 北 一 三 一 回 北 百 二
rソ
?
ってつび
てきた尾根端に営まれた前方後円墳で、尾根方向と同一方位を示した丘
尾切
断
の代表形である。この墳丘は
、傾斜
の強い丘陵を
利
(m
叫)
用しているため、水濠に堤を築いて貯水の水位を変えている
Q
現在の外堤等は、元治九年から着工された補修工事により、前
万部前面の堤は約二日
、前方部
両側面の堤
は約一日高くするとと
もに、前方部南西端から外堤までの水位調節堤を除去し また現在もある南側 くびれ部の堤から東、後円部には、上幅約二同町
(担)
泌さ約二討の堀がつ ら ている。この補修工事の一部は、地形に案じ、十川制に復する方針と うこと ある
が
、柳本
蒋当時が
、
掘の容水量の増加を考えたものである め
、もと
の墳
丘は、前方
部では、現在の最高水位より一訂以上、下げて考える必要
が
ある
とともに、墳丘裾部は、その後の濠水によ 自然崩壊を考えて、主軸全長二六
O
げ以上(現約二四
O M M )
、前方部幅一一八げ以上
(現約九六日)の規模を有していたと考えなければならないものである。内部構造については詳らかでなく、したがって副葬品について
も判明しないが、補修工事中、濠から内行花文鏡と同一といって
(勾 〉
もよい文様が中央にある銅板が出土しており また滑石製 形の小きい鍬形石が出土した いう伝えがある。
この古墳にも陪塚、あるいは付随して営まれたとみられる前方
後円墳や円墳などがある。前方後円墳 前方部前面に、南面して営まれたアンド山古墳と、東面して
常まれた南
アソド山古墳
大和政権成立への一考察ハ小島)
が
あっ、西いほ方に江、出而した後述ペ天神山古墳があるコ後円部
副
ぶには 三行一六
日 一
一 民 主 バ
d
jリ
シ
' 7
ロ ワ 不 百 一 乳
、， 一 一 川 一 じ よ う に 、 後 山 古
川i
e双方中円墳 院山古墳
'j
あ
ゴ 三
その陪塚、 るいは付随して
営
まれた前方後円墳のうち、天神
戸h d
山古墳を
除いては
、崇神
天屯陵と同
じ
6
一
L
一
L
の築造企画数値
(お)
J乞 示
している。
凶天神山古墳
ハ眠不吉墳群中
、最も
詳らかになった古項で
後
円
部頂部に
、主
軸にそった一えさ六
・ 一
日 以
、
幅約一
・ 一 一 一
口
、 一 一
一 同
J C
約一・二
M
の
照
穴式石室を有している。この石室は、他の多くの
古墳でみられるものと異なった横断面が合掌形となり、別に大きな天井石は使用されておらないものであり
、
石室の中央にあった
現長
二
・
六灯
、制
0
・七六
日の木蝋状のものの内問中央に
、
一
一 川
×
0
・ バ
M川の枠を設け
、そ
の
一中に朱を約四
O J
おき、朱の周辺に
背を下にした鏡二
O
商を配していたことから、遺駄の理葬は考慮
で
きなくなり、その上、崇神天
空陵の陪塚に治定されてい
るアン
ド山・南アンド山の西 と同じく、段築成されていないことなどから、天神山古墳も陪塚と考えられ、また副葬品の組合せから
(
川品)
凶世紀後半の半を前後するものと考察できるものである。しかし、この古墳の築造企画の数値は、アンド山・南アンド 両古墳と異なり、景行天皇陵と同じ
6
一
2
一
2
の数値を示している。そのた
め、柳本古墳群 営 時期推定の、最 価値の高い資料ということので設」る、ものとなっている。
間櫛山古墳
崇神天皇陵の東側
、同
一 一 尾 根 に
、尾根を切断
して
営まれた双方中円墳で
、前
方部は破壊されて詳らかに知るす
-1::; 
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べもないが、中門部には、組合式長持形石棺を有する竪穴式石室が破壊されながらも残り、後方部には、祭壇を思わせ ように、一定の区域を限って美しい白礁を敷き詰めたところがあって、双方中円墳の性格の一端を示しているととも 、四世紀末から五世
( お )
紀初頭の営造を思わせている
Q
また、後方部を除いた前方後円墳として、築造企画の数値をみ
る と 、
6
一
2
一
2
となり、築造企画上は、箸大墓古墳・景行天日
陵・天神山古墳と、月一性を っ といえる
u
制茶臼山古墳烏見山の北麓、丘尾を切断、修整して常ま
れた前方後円墳で、後円部は二一輪山の方に配
Q
その後円
部上に、氏に六舟ン前後の穿孔のある査(埴輪)を長江形に配列しその内側の竪穴式石室上守被夜すべき封土を一段、と一口問くし、この丙くした四国を州市石をもって いた方形格 形成している
J
行宝ば
主軸に沿った長き六・七五一灯 幅約一・一三日、 口刊さ約一・六日で二枚ごとに朱で染めた割 小口積にし、天井は表裏に朱を前抹した板状巨石で葎い、氏部は
U
字状になるよう割石を凹状に敷
き、その上に巨木でつくら 木棺 安置して 。木棺 安置
(部)
した竪穴式石室の、最も整備され ものといえるものである
ο
この古墳にも周濠を有していたとみられるように、水田が墳丘
をとりかこんでいるととも 、築造企画の数値は、例の少ない
6
一
3
一ーを示し、柄鋭式古墳の代表例といえるものである
- v
山メスリ山古墳鳥見山麓古墳群と呼ぶよりも、阿部丘陵
円出仔と呼ぶ方が適当である
¥ μ
、 ，
K J T 1 h E
一 一 」 に 害 ・ 一 人 主 六 匹 以 な ど や 」
加えたものと同ょに
J、広範れにみ土十日航群なとりあげた関係上、
Fヒ
鳥見山麓古墳群の古墳としてとりあ一げた古墳で、前記茶臼山古墳よりも雄大な前方後円墳であるばか でなく、また後門部上より見わたせる主要範聞は、茶臼山古墳が初瀬川を越した三輪山およびその麓の奈良盆地である に対し、メスリ山古墳は、耳成山方面の奈良盆地であるという点に相違点がある。この相違点は、単に立地ばかりでなく、内部構造においても認められるのである
Q
すなわち、前方部に比して、非常に高く築かれた後円部中央の頃丘主軸と直交する竪穴式石室は、多くの堅穴式石室を有する墳でみられるように、墳丘を設けた後 墓拡と ろべきものを掘り下げ、その中 石室を設けたというのではなく 墳丘を積み上げて行く過程に、石畳状 もので長方形の墓域的 ところを設けたといえるとともに、石{主
k
百
L T
方形格のように上へ、長方形に
突川させるもの 反対
A h
主に近くなる一一民画を設け、その周
川を長方形に一一列、埴輪門間を同綻させ、さらにそのご列内にも埴輪を配し う特種構造を している。
さらに、その中央の、長さ約八・二日、幅約一・三万、高さ約
一・六灯で、底部は
U
字形をなす粘土床からなる竪穴式石室の東
側、二列の 列内には、前記天神山古墳の 室と同じ、横断面が合掌形となる長さ約六日日、幅約
0
・ 七 日 、 一 日 川 き 約
0
・七貯の竪
穴式石室(副室)を、中央の石室 平行して設け、多量の武器と工具知、王杖などを納め、遺拡埋葬は認められない があっ
以
L
一 三 一 工 一 一 、 日 下 一 ・ 円
1
一 山 川 一
1 7
坑 一 存 一 、 石 川 だ な い
1f
ハ~一 三 千 立
1 J
た
のであるが、これら古墳、か、如何なる時則のものであるか、天神山
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-櫛山・茶臼山・メスリ山の四古墳の発掘調査から、他の未発掘調査の古墳営造時期を推定するのは、危険なことであるが、天神山古
墳と櫛
山古墳と
の
中間
の常まれた崇
神天
虫陵の推定時期を
、
何辺におくか、また茶臼山古
墳
・メスリ山古墳の
営造時期を
どこ
におくかが、古墳の初現の問題で考えなければならないる。よって、次章に その推定をなしてみようと思う。
、 王ハ叩山)伶藤小古「磯城郡柳本字大塚所在大塚発掘古鏡」(奈良県
史蹟勝地調査報告六)大正八年
、梅原末治・森本六爾「大
和磯城郡柳本大塚古墳調萩報告」(考古学雑誌二
ニ
の八)
大正一二年
〈
m m )
伊達宗泰・拙稿『珠城山 』昭和一二一年、伊達宗泰「大三
輪
町穴師
珠
域山二号・ゴ
一 号 墳
」(奈良県文化財調査
報告
一 一 一 ) 附 和 三 五 年
(初)末永雅雄『円本の古墳"一間和三六年(訂)秋、 政孝」崇神天白
h御陵改修工事関係の資料」(一大和夫
神山古墳』所収)昭和三八年
(幻)樋口清之「崇神天聖陵発見と伝ふる青銅板」(芳古学研究
二の一)昭和三年
(お)上田宏範氏の教示による。〈M V
伊達宗泰・森浩一・拙稿『大和天神山古墳』(奈良県史跡名勝天然記念物調査報告二二)昭 八年
(お)上司宏範
「節山十
I
官」(『桜井存臼山古昔
一ー升収)昭和
一 一 一
日ノ 年大和政権成立への一考察ハ小島〉
(お)上刊宏範・中村春寿一長井一
余
白山古墳』
パ然記念物調白
吋
山 口
一
九〉川和
一 一 一 六 年
(
幻
)机稿『奈良県の巧
J門
学』開和問。年
〈奈良県史跡名
勝
主要古墳営造の推定時期
前 章 一 で
い 小引見した第一次王朝周辺の重要な古玖のろち、天神山古
墳につ
いては、凶世紀
後半の半を前後す
るものという考察を加
え、また楠山古墳については、四世紀末から五世紀初出に築造されたものとしたのであるが
、後
者の駒
山古
墳は
、他にも
営造時期
推定の要凶はあるが、端的には、仁徳天点陵などで知られる長持形石棺」グ占有す ことにおいて、その時期を推定したものであり、前者の天神山古墳においては、玉製品などの装身兵が皆無でありまた木橿内の中心であった朱(辰砂〉は、貌志倭人伝の「景初二(二一〉年六月、倭女王遣大夫難升米等詣郡:::
(略):::。其年
十一
一月、詔書報倭女
王
日、制詔祝説倭壬卑弥呼、:・:(略):::。
又特賜汝紺地句文錦コ
一匹・細班華厨五張・内約
一九十匹・金八両・
五尺万二
口・銅
鋭百枚
・ 真
珠・鉛円各五十斤、比内装封付難升米・
牛利
: : :
( 略 ) 」 と
いう記
事などによ
っても知られるごとく、米の
類が、鏡と同ょう重要賜品と考えられるものである上、これをとりまくに、鏡二
O
面をあてているが、遺肱の一理葬は認められず、
陪塚の要素をもっている。朱をとりまく二
O
面の鏡と、木祇前後
に配された
コ 一 一
回の鋭は、方格規短銃
6
、内行花文鋭
4
、画文帯神
式涜
4
、市魚境
2
、コ一角緑川獣鏡
2
、獣形筑
3
、獄荷鋭
1
、人物
h … 獣
Vへ 鋭
lで
、
そのうち仇裂おに
、日
本的文様、を芯
一位した人物心
，七
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獣読をはじめとする一一
一角株神獣鋭
2
、獣形鋭
2
の 一 九 向 か
一有しなが
子ノ也、十万格規矩鋭を六一回、一配存するト九日どからである一》
この四世紀後半の半ば頃の天神山古墳を陪塚とし、五世紀初頭
前後の櫛山古墳との問に営まれた崇神天皇陵の推定時期となると、同陵域内出土という資料
が少な
い関
係で国難である
Jか
、強い
て推論すると、一議内から出七し 銅 円心、表とみら、れ 万
乙
中央
に、円形を中心に方形格と線刻した文様
が
、
内行花女鏡と共通性
をもち また直弧文鏡との関係も考えられることから、優秀な内行花文鏡・直弧文鏡などが仇製され、これを副葬した時期前後の
(叩ぬ)
符造であって
、
優美な鋳上りの直弧文鏡、か副葬された新山古墳や
( ぬ )
内行花文鏡が副葬されていた日葉酸媛命陵などと、その営造時期には大差がたいと考えられる
のであり
、そ
の
上、主墳の常造が、
陪塚の営造よりも多少古い場合があっても当然である とからして、天神山古墳 古く も、長年月の差 あるとは えない。このこと 、築
造企画の数値が
、
6
一
2
一ほの天神山
古墳と
6
一日…一山の崇神天皇陵と異なるも、後円部の半筏の数値よりも
少ない比率を一万すとともに、後円部の 軸線と交わる点から
、前方部隅
角
と周
濠隅角とを結び
、中軸線
の方に延長して交わ
る点までと、その点から前方端までとの比率は異なるも
の の
、お
のおのの古墳では、同じ長さハ比
率)
であることを示している点
から、大差のない時期 営造という推定は不可能でない。
また、天神山古墳と同じ築造企画の数値を示す
景
行天皇陵・箸
大墓両古墳においても、その立地は異なる上 副葬品等につ て判明しない現在、天神山古墳の前後とみるべきであろうと思われ
，七
pq 
19J 
-一 一 五 山 庄
の
F Y
一 広 で
、六
、 き い メ ス
リ什
' I F
ん は
、そ
の
r h
一
穴式石室も
長
さ八・ニ
M
という大きいものである上、副葬品のみ
を埋納した竪穴式石室(副室)があり
、
その副室は
、天
神山古墳
の石室
と同じ横断面が合掌
形を
なすも
のであ
るとともに、天神山
古墳は
、
詰塚と
L
て築造された境三二台冷る士一一七~・主であるという
柑
呉
はあるもの
の
、
遺鉢を埋葬していない石
{ 主
として
、
同 一 一 況 で
きるものである。また、本来同一墳丘に設けるべきところを、天神山古墳のように、主墳から離れて別に墳丘を設けたということは
、
埋葬された人の身分関係
、
すなわち副葬品の多謀
、
権力の相
異ということによるといろ断定をなせば問題外であるが
、
その同
(叫)
一墳丘内に設けるよりも後ということも考えられ、した って、天神山古墳よりも古い時期の営造とも考え れないことはない
J
さらに、メスリ山古墳の
主室
出土品で、特種なものとしてあげ
られる椅子形石製品は
、近く
の古墳では
、日
葉酸媛命陵
・新山
古
(
日目)
墳で出土しているにすぎない。このことは、メスリ山古境の営造時期推定の有力な資料といえるのではなかろうか。
メスリ山古墳の東北方、第一次
王朝
推定地に最も近い鳥見山麓
古墳としてあげ 茶臼 、メスリ山古墳の主石室よりも、その規模は小さいが、積み上げられた側壁は ちろん、底部の敷石
、
天井石まで朱を塗抹した優美ともいえる石家で
、王
者の
奥津城とみるに
、副
非の玉杖とともに最適ともいえるのであるが
方格規矩鏡
1
、内行花文鋭
215
、画文帯神獣鏡
2
、二一角紋神獣
鋭と一応
、古い
時期の古墳でみられる鋭式は存在するものの
、
方
Hosei University Repository
格規短銃の副葬数は、他
2 4
式よりも少なく、またメスリ山十日坑
市川王杖としてい之
L-m
L
' P
一 、 茶 臼 山 古 子 ん
の
玉 忙 し 一 は
一 脚
了
f一 慢 に 寸 三
!プ¥
同一種のものを有
L
、さらに、石室の前後下部に棚状のものを設
けるとともに、一般例として、石室氏部が粘土であるに対して吹石であるという点、メスリ山古境よりも相当
J遡る主考えることコ
不可能とみられるのである。
以上のように、柳本・鳥見山麓の主要な古墳の常造時期を推定
すると、いずれも四位紀後半から一九世紀初頭であって、そ
れ
も後
半の半ばごろを前後するものといわざるをえないものである。
一 証(お)梅原末治『佐味田及新山古墳の研究』大正一
O
年
〈ぬ〉梅原末治「古式古墳観」ハ近畿日本
読書『大和
の
古 文 化 、 己
昭和三五年
八日刊〉同一墳丘に遺体を埋葬する石室を二ケ所以上設けるよラに
なった結果、副主が、主墳から外に出たと、私は解してい
。
る
(叫)前立(お)・(ぬ)・梅原末治「附子の右足摂注品一
和文化研究六の一一)昭和三六平
畿内古墳の初現地域
一一章のように、第一次王朝周辺の主要古墳の
営造時期を推定す
ると、古墳出現期のものというべきものはみあたらず、その上、この周辺の が、突如として出現したと断言できない。しからば、どの付近に出現したのであろうか、この問題 、古墳研究上
大和政権成立への一考察(小島)
〈 大
け
一大問題
でお
っ て 、
川誌
は凶却であり、諸先読もたえま、す研究
三絞行
Jご仁てし
7 4
4、'ペ 」 ち と じ 、 ぺ 、 良
ι
也
長
引 一 に お け る 安 ャ ど ヤ 一 に
法
幹
、す
な
わち佐紀・お見阿古墳群においても、前章での一推定時期
と大差のないほ口近であり、まして、第三次王朝の古墳営造地域ともいうべき百舌'ハ・夜日(道明寺)阿古墳群においても、第一次王朝周辺の
' 一向墳より古い時期
のものは認め難い
3
す
なわち
、権力
と富を必要 する古墳常造においては、その権力と富を得て、はじめて清一不できるものであるため、大和政権の成江によっ その権
力と
E何回とを獲得し、前方
後
円頃
が
誕生し、これが地方
の
校長
に、大和政権支配下の資格として、前万後円墳
の
築造を認めたと
(必)
すれば、前方後円一泊 発生は、この第一次
一十朝周辺の常造時期と
すべきであろう。しかし、六噴その については その前提となるべきものが存在するとみるべきが至当である。特に中国においてもみられない前方後円墳においては、前提とな べき古
の
存在を考える り、その古墳の形態 わが国古代文化に大きく影響をあたえた中国・朝鮮でみられる墳丘 形態と考えしかるべきである
a
だが
、古い時期とみられる古墳
に
、前方後円
墳以外の形態のもの
が
みあたらない現在、前方後円墳の初現的な
もの
が、第一次王朝ともいえる初期大和政権の勢力圏、あるいは
そ
の
河辺に存在すると考えて、早計であろうか。よって、つぎに
簡単にそ 近接地
の
前万後円墳
の
、初現的なも
のを考えてみよ
。
ζ
1ノいうまでもなく、古墳
は
、いわゆる
権力者の墳墓であって
、
一
般民衆の墳墓でないため、一般民衆 墳
墓
とも、権力者の墳落と
-♂七
互1.
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(お )
も未だ断定されない弥生式墳墓を、直ちに古墳の先行段附としてみるのには、問題を残すのであるが、査棺以外に判明したかった幾内の弥生式墳墓に、木棺直葬という端的な言葉で表現できるよ
(付)
うな弥生式墳墓が、田能・勝部・瓜生堂などの遺跡で検出され、追って 各地で発見されることとおもうが、そ 木桁の埋置状態は、現在直ちに古墳文化前期とみられる古 の内部構造 結びつけられないものの、その木棺の規模 、竪穴 石室あるいは粘ト一栴で推定される木
z相の規模とを考え合せたとき、竪穴式石室あ
るいは粘土栴で推定される木棺 長さの短かいものが遡るという考察も可能となってくるのであって、この検討につ ては、稿を新らたにして私見を述べた と思うが、現在 丘陵上の自然地形を利用し 小規模のものから、丘陵ハ尾恨)端、あるいは台地端縁などの傾斜変換線の円然地形を利川した大規模のも に移る。すなわち、前者の丘陵が十日く、後者 傾斜変換線 が新らしく、また後者に立地して も、前者の立地の要素を有する のが市 その反対に、前者に
V
一地していても、後半刊の立地の要素
を有するものが新らしいとする私見から、この前 正陵上 条件に合致するとみられる古墳をあげると、
川摂津国神戸市須磨区板宿町得能山古墳:::この古墳は、
小丘陵の一頂部で、宅地造成中 石室、が発見され、調託 たものであるため、円墳と推定されているが、後一記 万箱山古墳のような墳形であったかも知れない 形にあ 。竪穴式石室は ほぼJ A
北に主軸をおく、長さ川町北後、幅約つ・九日、一流き約一川丹
氏部中央、が川いむ
U
字形をなしていたもので、副葬品には、一同刀と
Jid.
、
r i l
↑ ノ
(必 )
鋭が知られているのみである
Q
凶摂津国神戸市兵庫民会下山町二本松古墳:::この古墳も
昭和二年浄水池閃撃中の検出で、任二
OM
内外、一日さ約二討の円
墳と推されているが、一独立正陵の標高八冗・九貯の頂部に営まれており、万箱、山古墳のように前方後円墳であったかも知れないものである一
u
照穴式石宝は、主軸をほぼ南北に置いた長き五・八
灯、底面の幅約
0
・八灯、一両さ約
0
・九日で、底部は断面
U
字形
の一粘土床とし、石室内全面合鉄円滑一布したものである。副葬品には、鏡、琴柱形変形品、直 ・剣・万子・斧・鉄鋭・鉄釘・鉄片
( 必 )
などが知られている
Q
ω
摂津国宝塚市長巴山万綜山古墳:::この古墳は、尾恨降
起部を利川して符まれた市面の前方後円墳とみられるもので、山の形に支配され、古墳の界線を定め のに同難なものであるが全長約六円灯、後円部の任約一一一六灯、一什き約四 ぺげで、耳打存在は考えられるが、同輸 川純につい は 不明確 いろよりも無いというべきものである。同穴式行定は、後円部の中央、主軸に沿って、市北にあって 長さ約六・八日、下民部 幅約
0
・
九日、高き約一討を算し、底部は棺の部分をへこま た
U
字形を
なす粘土床である
Q
副葬品のすべては明らかでないが、管玉・璃
羽玉、鉄片が調布時に検出され また こ から出土し
(円引)
伝える鏡などもある。
以上の三基一の古墳で、その副葬品と、円墳であるかも知れない
ということ乙司湿が一句
L
てい
3H
、一汀、整備さ礼ない吋万後円
以の姿なるものが恕定されるのであり、この.一.につづく姿の六
Hosei University Repository
山 川 、 ニ し て
、
- I
依に内部品
m
述 、 一
山
判川しない山崎山同
右京
K
笠以町一川在
(制)
の一本松塚古墳
、
大和国大和郡山市小泉町所在の大塚古墳などが
考えられるのである。
すなわち
、
前方後円墳の初現的なものとして
、
淀川右岸の摂津
国所在の古墳が考えられるのである。
註八位)四嶋定生「六墳と大和政権」ペ岡山史学一
O )
附和三七年
(必)弥生式墳濯で多泣の銭や五期、その他剖山陀汗されているもの
も
1 -の 川
、
その副葬品のあるものについては椛力汗ともいえ
ない
ことはない。
ハ 川
叫
)尼崎市凹能遺跡発掘調氏妥民会一端「田能遺跡既報』
・
岨 一 也
中
市敬育委川口会刊『勝部遺跡』
・
大阪府教育委民会刊『東大
阪市瓜生堂遺跡の調十代一各附和凶二年
(布)梅原末治『兵庫県下に於ける古式古墳の調古』(兵庫県史
蹟名勝天然記念物調行報汗書二)大
ι
一四年ほか
・
出土焼
には内行花文鏡
・
方格問短銃(方
?)
各 一 一 山
ハ日刊)梅原末治「会下山二本松古墳」(兵庫県史蹟名勝天然心念
物調市域百五)昭和
三年
・
米を喰抹した
v h
井一次臼山古墳に
号柱形変形口問といえる冗輸培形石製品が出さしており
、
相
通ずる要素をもっているとみられる。
(
門 出
)梅原末治『近畿地方
古墳墓
の調
査二一
報告四〉明和一二年
ハ
必
〉梅原末治「
川
岡村岡ノ古墳」
一一)大正九年
(日本
弁文化研究所
〈京都府史蹟勝地調夜会報告
大和政権成立への一考察(小島)
ヘ 川 叩 ) ' 汁 一 一 一 一 一 三 一 つ い ぷ ア パ
J日 一入 品 - 〉
・
ι、 ぺ
念物調
トh H
報
HT U
二 一
一」附和凶一年
(三日〈
L U - -
、
- J
ケ ハ
一 時
h.三 ~ ( 勺
む
び
す
以上のように
、
第一次王朝周辺の古墳から
、
その首造時期
、
さ
らに第一次王朝の勢力闘あるいはその周辺の初現的な姿の古墳を瞥見
し
、
また
、
はじめにもふれたごとく
、
雄大な応神天引陵の常
造ゃ
、
日
' 山切
の州
大 な 陵 、 一 辺 和 山 氏 百
rぃ 古 川 午 一
仰の
地に設けた仁徳 日の
如く
、
そ
の杭刈な訪示
したとみた場合、第一次主判
成ι
時別と
、
その周辺の古墳との関係において問題を残すのではあるが
、
ト 什 坑
文化の普及伝捕の背民
、
大和政権の政治上の一世位性が横たわっ
ていたと考えるならば
、
第一次王朝においても、応神
・
仁徳天日
陵の如く
、
その権力を誇示するための雌大な前方後円墳が考えら
れるのであり
、
また
、
この墳某常造という[事に従
事
する将
は
、
被支配有であり
、
保守的な面を多くもつものであるため
、
その技
術や慣習の制約をうけやすいものであることから考え
、
抗大な前
方後円墳の前提となった古墳と うべきものが存在すること司介定できないことであるふ
よって
、
その第一次王朝を成立させた豪族(族長)、か
、
大和へ
進攻するか
、
大和の在地表族と和合するかの問題はあるとしても
その出白地点というべきところか
、
その斜路地というべきところ
だ
が
、前提となる墳墓の初現地域と考えて妥当ではないかと忠わ
れるのである。
はじめにでも甘見
し
たごとく
、
継体天日においては
、
前王朝
の
七
-¥.:: 
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ヒ 八
基盤、大和・河内の大和川流域地帯への進出まで、山北日・摂津・河内・大和の分界点付近の淀 を中心として、大和・河内の在地豪族と対立し、北九州 生まれとみられる応神天皇の
一 軍
は
難波津への上陸までに
、摂
、津の務古水門に入ることから考え
、ま
た、当時の大阪湾から淀川流域の地勢を考慮すると、それが西方から
、
あるいは
北
陸方面からの進出にあたっては
、
大阪湾
・
淀川
を波つての進攻は
、 一
朝一夕のことと考えられないことであり
、
したがって、淀川右岸の摂津国において兵姑を設け、対峠して勢力を誇示した後 進攻か和合を求めたと考えてよい ではないかと思われる。
このような推察を、第一次王朝周辺の古墳よりも古い、初現的
な姿を示す摂津国の得能山
・二本松・万箱山などの古
墳からなし
たとき
、こ
れらの古墳営造地付近に進出した第一次王朝成立者が
兵姑地 し
、勢力を河内・大和と対崎させ、さらに墳
某をも常み
大和への進出ケ一計っていた ではないかという一試案が可能となるのではなかろうか。
このように、初現的な古墳から、第一次王朝成立者の進出経路
を求め 私見は、一笑に付されるべきも であるかも知れないが大和政権成立と古墳の初現との関係を導 出されればと思い、不的不充分な資料を使用して一私見を記
したもので、
初、患が多く
、
諸君の叱正があることと思うが
、寛恕をお願いしたい。
